
●受講料● １名〈税・昼食・資料代含む〉 

正会員 39,960 円 本体価格 37,000 円 

一 般 45,360 円 本体価格 42,000 円 

●申込書に所定事項ご記入の上、下記担当者あてに FAX 

いただくか、当会ホームページからお申し込みください。 

後日（開催日１週間～１０日前までに）受講票・請求書を

お送り致します。 

●申込書をＦＡＸにてご送信いただく際は、ＦＡＸ番号を

お間違えないようご注意下さい。 

●会員企業のご確認、その他セミナーに関するご不明な 

点につきましては、当会ホームページより〔ＴＯＰ〕→ 

〔公開セミナー〕→〔よくあるご質問〕をご参照下さい。

●お申込み後のキャンセルは原則としてお受けいたしか

ねますので、お申込者がご出席できない場合には、代理

の方のご出席をお願い申し上げます。 

●最少催行人数に満たない場合は、中止とさせていただく

こともありますので、ご了承下さい。 

一般社団法人企業研究会  
担当：横谷  E-mail: yokoya@bri.or.jp 
〒102-0083  

東京都千代田区麹町 5-7-2 麹町 M－SQUARE 2F 

TEL 03-5215-3513   FAX 03-5215-0951 

 

 

≪技術者経験２０年の公認会計士がわかりやすく教える≫ 

技術の夢を実現するための 

「管理会計」入門講座【生産技術編】 
 

●日 時●    ２０１６年 ２月 １０日（水） １０：００ ～ １７：００   

●会 場●    東京・麹町 『企業研究会セミナールーム』 TEL ０３－５２１５－３５１1 
 
 

横河ソリューションサービス株式会社 

総合コンサルティング部 担当部長  吉川 武文 氏 （公認会計士） 
 

 

 
 
 
  
≪開催にあたって≫ 

 
   コストダウンや在庫管理、設備投資計画、新しい事業の創出など、事業活動の全てが管理会計により 
計画・実行・評価されます。特に、競争力の重要な要素を占める製品の原価を決め、大きな設備投資の 
判断に関わる生産技術者にとって管理会計は必要不可欠な知識であり、事業活動を進める上で強い武器 
になります。しかし、多くの会計の本や講座は専門用語や詳細な会計技術にこだわったものばかりで、 
技術者が理解しておくべき会計知識とその背景を中心に解説しているものはありませんでした。 
そこで本講座では、自らが経験豊富な技術者であり会計士でもある講師が技術者の視点に立ち、生産 

に関わる技術者にとって必要な会計の知識をなるべく難解な言葉を使わずにわかりやすく基本から解説 
いたします。本講座で「会計は技術の夢を実現する力」であることを実感していただき、事業活動にお 
役立ていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.bri.or.jp 

講 師 

東京工業大学工学部修士卒。エンジニアとして三菱化学株式会社、太陽誘電株式会社に勤務。新製品開発や

革新的な生産技術の開発に従事。数十億円規模のコストダウンや自動化の成果により三菱化学プレジデント表彰な

どを受賞。特許出願多数、1 級保全技能士など。原価計算を研究し業務の傍ら公認会計士試験に合格した後、有

限責任監査法人トーマツにて勤務。財務監査、内部統制監査、国連の排出権審査（CDM）などに従事。日本公認

会計士協会の経営研究調査会サステナビリティ保証専門部会に参加。公認会計士登録の後、株式会社富士通ゼ

ネラルの生産技術部部長を経て、現在は横河ソリューションサービス株式会社にてコンサルタントとして活動中。 

一般社団法人企業研究会 セミナー事務局宛 F A X  0 3 - 5 2 1 5 - 0 9 5 1  

＊当会ホームページ（https://www.bri.or.jp）からもお申込みいただけます。 

＊ＦＡＸでご送信いただく際は、ＦＡＸ番号をお間違えないようご注意ください。 

1 5 1 7 7 3 - 1 0 0 6 (※ )   2 0 1 6 . 0 2 . 1 0  

申込書 技術の夢を実現するための「管理会計」入門講座 生産技術編 

会社名 
フリガナ 

住 所 
〒 

ご氏名 

フリガナ 所 属 

役 職 

 

ＴＥＬ 
 

ＦＡＸ  

E-mail  

＊お客様の個人情報は、本研究会に関する確認・連絡、および当会主催のご案内をお送りする際に 

利用させて頂きます。 

 

 



技術の夢を実現するための 

「管理会計」入門講座【生産技術編】 
 

―――――――――――――――――――― ●プログラム概要● ――――――――――――――――――――― 
 
 

午前の部 
 

１０：００ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２：００ 

 
 

（昼食休憩） 
 
 

午後の部 
 

１３：００ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

休憩 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１７：００ 

 
Ⅰ．技術者や技術部門の管理職が管理会計を学ぶべき理由 

   （１）会社の仕組みを知る・・・資金提供者に対して果たすべき責任を知る 

  （２）木を見る前に森を見る・・・コストダウン３原則 

   （３）目線を工場の外へも向ける・・・コストダウンは赤い海、価値創造は青い海 

  （４）ＩＣＴ／ＩｏＴへの対応・・・「儲ける」から「儲かる」へ 

 

Ⅱ．製造業における現在の管理会計の問題点 

  （１）「７つのムダ取り」だけで戦えますか？・・・材料費の視点、労務費の視点 

  （２）「ゼロ在庫」を目指していませんか？・・・量の視点、質の視点 

  （３）「コストハーフ」にどう取り組みますか？・・・技術者の視点、現場の視点 

  （４）「生産技術部」のミッションは何ですか？・・・社内の視点、社外の視点 

 

Ⅲ．技術者向けの管理会計の概要 

  （１）ＷＡＣＣと設備投資計画（割引回収期間法、正味現在価値法、内部利益率法） 

  （２）在庫費用の計算（在庫金利、在庫保管費） 

  （３）生産方式の変遷と原価計算（全部原価計算、直接原価計算） 

  （４）パラダイムシフトを支える仕組み（会社のミッションと付加価値会計） 

 

Ⅳ．技術者向けの管理会計の具体的進め方 

  （１）変動費と固定費を決めよう・・・表面的な差、本質的な差 

  （２）管理の目標値を決めよう・・・製造原価、物流費、在庫費用 

  （３）ＰＤＣＡを回す仕組みを作ろう・・・標準原価と差異管理 

  （４）ＩｏＴの時代に合ったＫＰＩを設定しよう・・・付加価値生産性 

 

Ⅴ．ケース別、管理会計の活用方法 

  （１）最新鋭工場を殺す会計、活かす会計 

  （２）外注の判断、追加受注の判断 

  （３）自動化するかしないかの判断 

  （４）コストダウンの優先順位の判断 

 

Ⅵ．演習 

  （１）損益計算書（Ｐ／Ｌ）と損益分岐点 

  （２）サプライチェーンと在庫費用 

  （３）既存のＰ／Ｌでは粗利が黒赤反転してしまうケース 

  （４）事業を黒字化するためのアクション 

 

※ 質疑応答を通じ個別の質問にもお答えいたします。 

 


